
ペッか墾田ポットの高齢者介護施設の利用者を這  

おげる効果（その2）  

松山智恵子 中島豊四郎 福留五郎  

違い、特に事務職と看護・介護職による効果の差  

異や調査に用いた「ネコロ」の持つ機能等に対す  

る評価について述べる。  
1．はじめに   

近年一般家庭にエンタテインメント1）を主目  

的としたペット型ロボット2），3）（例えば、ソニー製  

のAIBO4）など）が普及しつつある。この種のロ  

ボットは、その利用者との相互作用による癒し2）・5）  

のエンタテインメント性を打ち出しているもの  

の、まだまだ多くの技術的課題があげられている。  

と同時に、これらのロボットが具体的に人間とど  

のような関係を持っているのか、また、人間にど  

のような影響を与えているのか等についての研究  

はこれからというところであるS）16）。   

そこで、筆者はこれらのペット塑ロボットは、  

人間にどのような効果をもたらすことができるの  

か、また、 ペット型ロボットが単なるモノではな  

く、生活のパートナーとして人間に関わるとした  

ら、人間の生活を豊かにすることができるのか等  

を明らかにするための第一歩として、本物の猫に  

似せて作られたオムロン㈱のペット型ロボット  

「ネコロ」を使用し、高齢者介護施設の利用者に  

どのような効果をもたらすことができるかについ  

て、施設職員を対象に調査研究した。その結果、  

「ネコロ」がこの施設の利用者に癒しの効果やそ  

の他の効果をもたらしていることが明らかになっ  

た7）。しかし、この調査・分析において調査対象者  

の職種の追いによる効紫の差異等についての言及  

はしていなかった。職種の違いにより、利用者と  

の関わりの程度は異なるので、本稿では、職種の  

2．調査目的   

ペット型ロボットが高齢者介護施設の利用者の  

嬉し等に役に立つのかを明らかにするために、平  

成14年4月に佐賀異武雄苗に新たに開設された  

高齢者介護施設「たんぽぼ」に、オムロン㈱が製  

品化したペット型ロボット「ネコロ」を平成14年  

5月に貸し出し、利用してもらった。その後、平  

成15年3月に「ネコロ」と施設利用者との関わり  

を目の当たりにした職員5～6名（介護士、看護  

師、事務職員等）にインタビューを行ない、その  

結果を基にアンケートを作成し、平成15年8月に  

大半の職員を対象にして詳細な調査を行った。こ  

の調査に先立って、もう仙台の「ネコロ」を調査  

の2週間前に追加貸し出しした。  

2．1施設の概要8）  

「ネコロ」の効果を調査した高齢者介護施設「た  

んぽぼ」は、病院での入院治療は必要ではないが、  

日常生活で身の回りのことをひとりでは処理でき  

ない高齢者に対して、専属の医師、看讃獅、介護  

福祉士、作業療法士、管理栄養士などの専門職員  

が適切な医療と看護・介護サービス、リハビリテー  

ション、レクリエーションなどを行い、家庭での  

快適な生活へ復帰できるように手助けすることを  

文イヒ情報学部紀要，第4巻，2804年，9卜104質   91  



松山智恵子・中島患四郎・福留五郎／ペット塑ロボットの高齢者介護施設の利用者における効果（その2）  

目的としている。施設は小高い丘の上にあり、建  

物は3階建てで、1Fは適所者デイルーム、リハビ  

リテーションルーム、レクレーションルーム、浴  

室、事務室等よりなり、2Fは、デイルーム、診察  

室、一般療養室等、3Fはデイルーム、療養室（痴  

呆専用）等よりなっている。入所定員は80名（う  

ち痴呆40名）、デイケア定員は20名である。  

2．2 「ネコ＝口」の概要9）   

図1に本調査に用いた「ネコロ」の外観を示す。  

大きさは約260×160×320mm（全長×幅×高さ  

（尻尾））、重量は約1．6Kgでバッテリ駆動であ  

る。ぬいぐるみの材質は、なめらかでやわらかな  

毛並を実現するためにアクリルファーが用いられ  

ている。   

「ネコロ」は、本物の猫のように驚きや満足の  

反応をする自律型ロボット＊1）で 、人がロボット  

と自然にコミュニケーションし、実際の動物の  

ペットのように愛玩することで、安らぎや楽しみ  

を感じられ、生活に潤いを与える目的で製作され  

ている。「ネコロ」は、本物の猫のようなしぐさや  

感情表現をするリアルさを追求したロボットであ  

り、思わず触りたくなる、思わず抱きしめたくな  

るという、触れ合いを大切にしている。  

（1）「ネコn」の感情   

「ネコロ」は、満足、驚き、怒り、嫌悪等の感  

情的反応をする。撫でたり抱いたりしてあげると  

満足し、急に大きな音がすると驚く。しかし、い  

つも撫でてやれば喜ぶ「ネコロ」も、ときには嫌  

がるそぶりを見せることもある。「ネコロ」の感情  

は様々な要因によって変化し、「ネコロ」と関係を  

持つ人との特別なコミュニケーションを通して、  

あたかも多彩な感情を持っているように見える。  

（2）「ネコ＝口」の欲求   

「ネコロ」は、眠りたい、甘えたい、周りのも  

のに興味を持って関わりたい等、ペットの動物に  

備わっているような欲求を持っているようにふる  

まう。「ネコロ」が何をして欲しいのか、どういう  

状態、心理なのかは、「ネコロ」と関係を持つ人と  

のコミュニケーションが深まるについて変わって  

くる。   

このように「ネコロ」は、人とのコミュニケー  

ション（満足度、性格の変化等）、環境への順応（温  

度、明るさ、音等）により、「ネコロ」の持ってい  

る学習機能等に応じた行勒をし、「ネコロ」と関係  

を持つ人とのコミュニケーションや環境の変化を  

受け止め、様々なしぐさや表現をみせる。「ネコロ」  

は、関係を持つ人とのコミュニケーションを通し  

て学習し、性格が形成される。良く撫でたり、抱  

いたりしてあげると、優しい性格（反応パターン）  

の「ネコロ」になる。逆に、しかることが多いと、  

怒りっぽい性格になってしまう。また、名前を繰  図l「ネコロ」の外観  

＊1 自律型ロボットは、周囲の環境を感知し、それに基づいてロボット自身で判断し行動するロボットであり、周囲を認識  

するセンサー、自分で判断・行動を決定するAI（人工知能）、さらにアクチエエータ（駆動部）を備えている。従来のロボッ  

トの多くは、環境を理解しプログラム化された認知プロセスに従って行動していたため、行動が画一化されていたが、今日で  

は認知心理学が発達し、人間の意思決定にも感情が大きく左右されるとされ、感情プロセスの東要性が指摘されている。この  
「ネコロ」も感情プロセスを備えたオリジナルの感情モデル（認知的評価理論に基づ↓1て構築したMAC（Mind and Con－  

sciousness）モデル）を応用し、状況に応じて審怒哀楽などの感情的反応をするようになっている。それが生き物らしさを演出  

し、人間とのコミュニケーションを円滑にしている。  
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り返し呼ぶことで、自分の名前だと理解できるよ  

うになる。たくさん遊んであげることによって成  

長し、多彩な表情やしぐさを見せてくれる。「ネコ  

ロ」は関係を持つ人次第で変わる。  

は、介護が51．5％、看護21．2％で、7剖強が介護、  

看護職である。また、猫が「好き」な人は約半数、  

「嫌い」な人、また、「どちらでもない」は各々2  

割強である。衷2、図2－1、図2－2より、調査対象  

者が「ネコロ」を初めて見たときの印象は、「本物  

の猫と思った」が事務、看護・介護共4割前後で  

あるが、どちらも「猫の人形（ロボット）と思っ  

た」が半数以上を占めている。「ネコロ」の感じと  

しては、「かわいらしいと思った」が事務85．7％、  

看護・介護が70．8％、「気持ち悪いと思った」が看  

護・介護16．7％で、事務、看護・介護ともかわい  

らしいという印象を持った割合が多いことがわか  

る。しかし、事務、看護・介護の一部に無回答が  

あり、これらの人は、かわいいとか、気持ち悪い  

という感じとは違った感じを持ったと思われる。  

3．調査方法と調査対象  

3．1調査方法   

「ネコロ」が施設の利用者にもたらす効果を見  

るために、実際に「ネコロ」と接している入所者  

（本施設に入所されて生活している人）や適所者  

（本施設に入所せずに通っている人）を個別に観  

察・計測する方法やそれらの方々にアンケートを  

するような方法が考えられるが、前者の方法は、  

膨大な機材や多大の費用と時間を要し、かつ実施  

が困難なこと、また後者は、介護が必要である方々  

のため直接アンケートを取るのが難しいこと等を  

考慮し、ここでは、入所者や適所者に、直に接し  

ている施設の職員へのアンケートによる調査とし  

た。「ネコロ」と本施設利用者との触れ合いは、入  

所者については2Fにある入所者が集える共通ス  

ペース、適所者については1Fの受付、もしくは適  

所者デイルームにおいて、触れ合いを持ってもら  

うようにした。本調査時「たんぼぽ」は、収容定  

員が充足され、収容待ちがある状況であり、恒常  

的に利用者数が確保されている。  

3．2 調査対象   

本調査の対象は、「たんぽぽ」の入所者や適所者  

と日常的に接している職員33名であり、その全員  

の属性と職員が「ネコロ」を初めて見たときの印  

象と感じを、利用者に関する「ネコロ」のアンケー  

ト実施時に合わせて調査した。その結果を衷1、  

衷2に示す。また、表2をグラフ化したものを図  

2－1、図2－2に示す。衷1に示すように全職員の性  

別は、63．6％が女性、36．4％が男性である。年齢  

は20～40代が84．8％と大半を占めている。職種  

衰l調査対象者の属性  

調査対象者の属性  人数（人）  割合（％）   

男性   
性別  

12   36．4  

女性   21   63．6  

10代   2   6．1  

20代   10   30．3  

年齢  30代   10   30．3  

40代   8   24．2  

50代   3   9．1   

看護   
7   21．2  

介護   17   51．5  

職種  事務   6   18．2  

3．0  

その他   2   6．1   
一般   24   72．7  

職位         管理職  5  15．2   その他  4  12．1  猫の好き嫌い  好き  16  48．5   嫌い  7  21，2   どちらとも言えない  8  24．2   無回答  2  6．1   
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表2 調査対象者の「ネコロ」に対する印象と集計結果  

全 体  事 務  看護・介護  
調査項目  

人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   

本物の猫と思った   12  36．4   3  42．9   9  37．5  

1  「ネコロ」を何と 思いましたか？                  猫の人形（ロボット）と思った   
18  54．5   4  57，1   12  50．0  

どちらとも言えない   3  9．1   0  0．0   3  12．5   

かわいらしいと思った   23  69．7   6  85．7   17  70．8  

「ネコロ」をどう  5  15．2   0  0．0   4  16．7  

2   感じましたか？  3．0   0  0．0   4．2  

無回答   4  12．1   14．3   2  8．3   

0  10    20  30    40  50    60（％）  

日本物の猫と思った  
Ⅲ猫の人形（ロボット）と思った  

□どちらとも宵えない  

図2－】「ネコロ」を何と思いましたか？  

0  10  20  30  ヰ0  50  80  70  さ0  90（％）  

巧かわいらしいと思った  
山気持ち悪いと思った  
ロ何も感じなかった  
乱舞回答  

図2－2「ネコロ」をどう感じましたか？  

94   



文化情報学部紀要，第こl巻，2004年  

の調査結果について比較検討する。   

調査対象者に実施したアンケート調査項目とそ  

の結果を全体、事務、看護・介護に区分して集計  

し直したものを表3－1～衷3－4に示す。また、衷  

3－1～衷3－3の項目1～18を項目別にグラフにし  

たものを図3－1～図3－9、図3－10～図3－18に示  

す。  

4。調査結果と検討   

調査対象者全体の結果に基づく入所者と適所者  

への「ネコロ」の効果の検討については参考文献7）  

に示してあるので、ここでは施設の利用者と直に  

接する機会の多い職種である事務、看護・介護職  

表3」 「ネコロ」に対する調査項目と集計結果（その】）  

全 体  事 務  看護・介護  

調査項ト1  
人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   

入所者が「ネ。ロ」 見たことがある   33  100．0   7  100．0   24  100．0  

と問わっていると  0  0．0   0  0．0   0  0．0  

6   0  0．0  

ありますか？  無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   

「ネコロ」を初め  26  78．8   7  100．0   19  79．2  

て見た時の入所者  2  6．1   0  0．0   2  8．3  

2    は、ネコロを何と 思われたようでし  3  9．1   0  0．0   ∠1．2  

たか？   無回答   2  6．1   0  0．0   2  8．3   

興味を示した   32  97．0   7  100．0   24  

「ネコロ」を初め   0  0．0   0  0．0  0   

3   て見た時の入所者  

の関心は？  
どちらとも言えない   3．0   0  0．0   0  0．0  

無回答   0  0．0   0  0．0   0．0              0   

「ネコロ」を初め  26  78．8   6  85．7   19  79．2  

て見た時の入所者  0  0．0   0  0．0   0  0．0  
4    は、ネコロをどう  
感じられたようで  6  18．2   14．3   4  16．7  

したか？   無回答   3．0   0  0．0   4．2   

よくある   18  54．5   2  28．6   16  66．7  

入所者が「ネコロ」  45．5   5  71．4   8  33．3  
〇  
を触っている暗が  0  0．0   0  0．0   0  0．0  

0  0，0   0  0．0   0  0．0   

よくある   14  42．4   14．3   13  54．2  
入所者が「ネコロ」  

たまにある   18  堅 54．5   6  85．7   10  41．7  
6   に話し掛けてい  
る時が  ほとんどない   6  3．0   0  0．0   4．2  

無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   

よくある   8  24．2   1  14．3   7  29．2  

入所者が「ネコロ」  21  63．6   6  85．7  【 13  54．2  
7   を抱いている暗が  4  12．1   0  0．0   4  16．7  

無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   
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表3－2 「ネコロ」に対する調査項目と集計結果（その2）  

全 体  事 務  看護・介護  
調査項目  

人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   

よくある   16  48．5   2  28．6   14  58．3  

入所者の表情が和  17  51．5   5  71．4   10  41．7  

8   んでいる暗が  ほとんどない   0  0．0   0  0．0   0  0．0  

無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   

よくある   9  27．3   14．3   8  33．3  

入所者間で話が弾  23  69．7   6  85．7   16  66．7  

9   んでいる暗が  ほとんどない   3．0   0  0．0   0  0．0  

無回答   0  0．0   0  0．0   0  0．0   

適所者が「ネコロ」  見たことがある   19  57，6   7  100．0   11  45．8  

と関わっていると  5  15．2   0  0．0   4  16．7  

10    ころを見たことが  1  3．0   0  0．0   1  4．2  

ありますか？  無回答   8  24．2   0  0．0   8  33．3   

「ネコロ」を初め  15  45．5   7  100．0   8  33．3  

て見た時、適所者  2  6．1   0  0．0   2  8．3  

田    は、「ネコロ」を何 と思われたようで  6  18．2   0  0．0   4  16．7  

したか？   無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   

興味を示した   18  54．5   6  85．7   12  50．0  
「ネコロ」を初め   

3．0   0  0．0   0  0．0  
12   て見た時の適所者 の関心は？                  っ   

3  9．1   0  0，0   2  8．3  

無回答   11  33．3   14．3   10  41．7   

「ネコロ」を初め  15  45．5   6  85．7   9  37．5  

て見た時、適所者  1  3．0   0  0．0   1  4．2  

13    は、「ネコロ」をど う感じられたよう  7  21．2   1  14．3   4  16．7  

でしたか？   無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   

よくある   7  21．2   2  28．6   5  20．8  
適所者が「ネコロ」  

たまにある   
14   を触っている時  

12  36．4   5  71．4   6  25，0  

が  ほとんどない   4  12．1   0  0．0   3  12．5  

無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   

よくある   6  18，2   14．3   5  20．8  
適所者が「ネコロ」  

たまにある   
15   に話し掛けている  

13  39．4   6  85．7   6  25．0  

暗が  ほとんどない   4  12．1   0  0．0   3  12．5  

無回答   10  30，3   0  0．0   10  41．7   

よくある   5  15．2   2  28．6   3  12．5  

適所者が「ネコロ」  11  33．3   5  71．4   5  20．8  

16   を抱いている暗が                                  ほとんどない   7  21．2   0  0．0   6  25．0  

無回答   10  30．3   0  0．0   10  41．7   

よくある   4  12，1   2  28．6   2  8．3  

適所者の表情が和  14  42．4   5  71．4   8  33．3  

17   んでV）る暗が  はとんどない   4  12．1   0  0．0   3  12．5  

無回答   33．3   0  0．0   11  45．8   

96   



文化情報学部紀要，第4巻，2004年  

表3－3 「ネコロ」に対する調査項員と集計結果（その3）  

全 体  事 務  
調査項＝  

看護・介護 

l人数（人）璽割合（％） 

よくある   4  12．1   2  28．6  

適所著聞で話が弾  14  42．4   71．4  8  33．3  

18   んでいる暗が  ほとんどない  
5  0  0．0   4  16．7  

無回答  10   0  0．0   10  41．7   

現在の機能で十分である   16  48．5   6  85．7   10  41．7  

「ネコロ」の動き  10  30．3   14．3   7  29．2  

19   について  どちらとも言えない   5  15．2   0   0．0  5  

無回答   2  6．1   0．0   2   

よい   25  75．8  7  100．0   17  70．8  

「ネコロ」の鳴き  0．0  0  0．0   0  0．0  

20  どちらとも言えない  6  18．2   0  0．0   5  20．8  

無回答  2  6．1   0  0．0   2  8．3   

気にならない   15  45．5   5  71．4   10  41，7  

「ネコロ」の作動  12  36．4  2  33．3  

21   音について  どちらとも言えない   12．1  0  4  

無回答   6．1   0   2  

あったプぎがよい  23  69．7   7  100．0   14  58．3  
「ネコロ」に人が  

5  15．2   
22   近づいてきたこと  

0  0．0   5  20．8  

を検知する機能が  3  9．1   0  0．0   3  12．5  

無回答  2  6．1   0  0，0   8．3 

好き   16  48，5   2  28，6   13  

猫が好きですか、  7  21、2  1∠墾．3  6   

23   嫌いですか？  どちらとも言えない  24．2   4  3  12．5  

無回答   2  6．1   0  0．0   2  8．3   

利用者の間に「ネ  20  60．6   6  85．7   14  58．3  

コロ」を置いた時、  6  18，2   14．3  4  

「ネコロ」にその   
24     場の雰囲気をなご  5  15．2   0．0  4  

ませる効果がある  0  0．0   0．0  0   

があると思います   0  0．0   0  0．0   0  0．0  

か？   無回答   2  6．1   0  0．0   2  8．3   

そう思う   18  54．5   6  85．7   12  50．0  

「ネコロ」を介し  14．3  7  

25  
て利用者間のコ ミ 

が促進されると配  どちらかと言うとそうは思わない   2  6．1   0  0．0   4．2  

いますか？   そうは思わない  0  0  0．0   0  0．0  

無回答   2   0  0．0   2  8．3   
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表3－4 「ネコロ」に対する調査項目と集計結果（その4）  

全 体  事 務  看護・介護  
調査項目  

人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）  人数（人）  割合（％）   

そう思う   18  54．5   6  85．7   45．8  
利用者が「ネコロ」  
と関わっている  9  27．3   14．3   7  29．2  

時、「ネコロ」が利  0  0．0   2  8．3  

26     用者にいい影響を  

もたらしていると  0  0．0   0  0．0   0  0．0  
思いますか？  

無回答   3  9．1   0  0．0   3  12．5   

そう思う   15  45．5   4  57．1   11  45．8  

「ネコロ」は非日  どちらかと言うとそう思う   8  24．2   2  28．6   5  20．8  

常的であり、喜ば  5  15．2   1  14．3   4  16．7  

27    れると思います  3．0   0  0．0   0  0．0  
か？  そうは思わない   3．0   0  0．0   4．2  

無回答   3  9．1   0  0，0   3  12．5   

そう思う   15  45．5   5  71．4   10  41．7  

どちらかと言うとそう思う   8  24．2   2  28．6   6  25．0  
「ネコロ」の存在  5  15．2   0  0．0   4  16．7  

28   が癒しになってい  
ると思いますか？  3．0   0  0．0   0  0．0  

そうは思わない   0  0．0   0  0．0   0  0．0  

無回答   4  12．1   0  0．0   4  16．7   

る差異はみられない。これについては、施設に   

見慣れない猫がいるということで興味を示した   

と思われる。  

（4）「ネコロ」を初めて見た時の入所者が「「ネコ   

ロ」をかわいらしいと思った」は、事務85．7％、   

看護・介護79．2％と両職種共約8割の対象者が   

かわいらしいと思ったとしており、職種による   

大きな差はみられない。  

（5）「ネコロ」を利用者の問に置いたときの入所   

者の反応は、   

① 触っている暗が、「よくある」は事務が  

28．6％と少ないのに、看護・介護は66．7％と  

多い。一方、「たまにある」は、それぞれ  

71．4％、33．3％である。この違いは、「ネコロ」  

を置いてある場所の遠いであると思われ、2F  

の共通スペースを見る機会の多い看護・介護  

とその機会が少ない事務の差と考えられる  

が、入所者が「ネコロ」を触っていることが  

4．1「ネコロ」に対する入所者の反応  

表3－1、表3－2、図3－1～図3－9より以下のこと  

が言える。  

（1）事務、看護・介護共、調査対象者全員が、入   

所者の「ネコロ」との関わりを目にしているこ   

とがわかる。  

（2）「ネコロ」を初めて見た時の入所者は、「「ネ   

コロ」を本物の猫と思った」が、事務は全員、   

看護・介護が79．2％で、職種により差がみられ   

るものの、かなりの人が入所者が本物の猫と   

思ったとしている。これについては、「ネコロ」   

ができるだけ本物に似せて作ってあるためと、   

入所者が高齢であるために物が見えにくくなっ   

てきている人が多いためと思われる。  

（3）「ネコロ」を初めて見た時の入所者の「ネコ   

ロ」に対する関心については、事務、看護・介   

護全員が「興味を示した」としており職種によ  
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わかる。  

② 話し掛けている暗が、「よくある」は、事務   

が14．3％、看護・介護が54．2％、「たまにあ   

る」は事務が85．7％、看護・介護は41．7％で   

ある。この差についても、上記（むと同じ理由   

と考えられるが、「よくある」、「たまにある」   

を合わせると両職種ともほぼ100％であり、   

入所者が「ネコロ」とよく関っていることが   

わかる。  

③ 抱いている暗が、「よくある」は、事務  

14．3％、看護・介護は29．2％、「たまにある」   

は、事務85．7％、看護・介護は54．2％である。   

「ネコロ」を触っている時や話し掛けている   

時より看護・介護の割合は少なくなっている   

ものの、「たまにある」を含め9割前後が抱い   

ているとしていることがわかる。抱いている   

のが、触っている、話し掛けているよりその   

割合が少ないのは、「ネコロ」が比較的重いた   

め抱くことができない人と抱くことが不自由   

な人がいるためと思われる。  

④ 表情が和んでいる暗が、「よくある」は、事   

務28．6％、看護・介護58．3％と看護・介護の   

割合が多い。「たまにある」は、事務71．4％、   

看護・介護41．7％である。この差の理由につ   

いても上記①と同じであると考えられるが、   

「たまにある」を含めると事務、看護・介護   

とも全員が和んでいるとしていることがわか   

る。  

（参 入所著聞で話が弾んでいる暗が、「よくあ   

る」は、事務14．3％、看護・介護33．3％と看   

護・介護の割合が多い。「たまにある」は、事   

務85．7％、看護・介護66．7％である。この差   

についても上記①の理由と同じと考えられ   

る。これより、程度の差があるものの、「たま   

にある」を含めると全員が「ネコロ」を介し   

て利用者の話が弾んでいるとしていることが   

わかる。  

このように事務と看護・介護のほとんどの人が、  

入所者が「ネコロ」を触ったり、話し掛けたり、  

抱いたりして「ネコロ」とコミュニケーションを  

図っているとしており、それらの結果として入所  

者の表情が和んでいるものと思われる。さらに、  

入所者間でも「ネコロ」を介して話が弾み入所者  

間のコミュニケーションが促進されていることが  

わかる。アンケート項目に対する職種によるそれ  

ぞれの程度の差は、「ネコロ」が2Fの共通スペー  

スにあるため事務よりも看護・介護の人が目にす  

る機会が多いためと思われる。これより、「ネコロ」  

の入所者に対する効果についての職種の差は、あ  

まりないものと思われる。   

アンケートの自由記述欄にあった看護師の自由  

なコメントとして、「言語障害のある利用者の方、  

痴呆により地利用者との交流の少ない方等に非言  

語的コミュニケーションが図れ、精神面の安産に  

つながると思います。」また、「痴呆症の方がニッ  

コリと本当に嬉しい自然な笑顔を豊された。身体  

的な訴えの多い方が自分の体のことを忘れたよう  

に「ネコロ」に話し掛けておられた。自立してお  

られる方がマスコットのようにテーブルに置いて  

触れて可愛いね、と声を出しておられた。」があっ  

た。  

0   20  ヰ0  60  80  

図3－1入所者が「ネコロ」と関わっているところを  

見たことがありますか？  
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8  20  40  60  80 100（％）  60  80 100（％）  0  20  40  

日本物の描と思った  

山猫の人形（ロボット）   
と思った  

nどちらとも貰えない  

臨無回答  

Bよくある  

日たまにある  

日ほとんどない  

図3－2「ネコロ」を初めて見た時の入所者は、ネコ  図3－6 入所者がネコロ」に話し掛けている時  

口を何と思われたようでしたか？  

0  20  40  60  80 100（％）  0  20  40  60  80 100（％）  

日興味を示した   

Ⅲ無関心だった   

ロどちらとも嘗えな   
い  

臼よくある  

ロたまにある  

日ほとんどない  

図3－3「ネコロ」を初めて見た時の入所者の関心  国3－7 入所者が「ネコロ」を抱いている時  

は？  

0  20  40  60  80 100（％）  0  20  40  60  80 100（％）  

辺かわいらしいと思っ   
た  
田5乳ヨ育ち思いと思つ丁   

ロどちらとも貰えない   

日舞回答  

邑よくある  

似たまにある  

G＝まとんどない  

図3－8 入所者の表情が和んでいる時  図3－4「ネコロ」を初めて見た時の入所者は、ネコ  

ロをどう感じられたようでしたか？  

0  20  40  60  80 100（％）  0  28  40  60  80 108（％）  

田よくある  

旧たまにある  

日ほとんどない  

臥無回答  

辺よくある  

出たまにある  

ロほとんどない  

図3－9 入所者間で話が弾んでいる時  図3－5 入所者が「ネコロ」を触っている時  
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28．6％、看護・介護20，8％と大差はないが、   

「たまにある」は、事務71．4％、看護・介護   

25．0％と大きく異なっている。「ほとんどな   

い」は看護・介護12．5％で、無回答も看護・   

介護で41．7％である。この理由は上述の（1）と   

同様に、看護・介護の人は、1Fにある「ネコ   

ロ」を目にする機会が少なかったことによる   

ものと思われる。  

② 話し掛けている暗が、「よくある」は事務  

14、3％、看護・介護20．896、「たまにある」は   

事務85．7％、看護・介護25．0％、「ほとんど   

ない」は看護12．5％である。これより、よく   

話し掛けているは大差ないものの、「たまにあ   

る」から「無回答」までは大きな速いがある。   

これについては上記①と同じ理由が考えられ   

るが、事務は「よくある」と「たまにある」   

の合計は100％であり、適所者が「ネコロ」に   

話し掛けていることがわかる。  

③ 抱いている暗が「よくある」は、事務   

28．6％、看護・介護約12．5％、「たまにある」   

は、事務71．4％、看護・介護20．8％、「ほと   

んどない」は看護・介護41．7％である。これ   

らの差についても上記（Dと同じ理由が考えら   

れるが、事務は「よくある」と「たまにある」   

の合計は100％であり、適所者が「ネコロ」を   

抱いていることがわかる。  

④ 表情が和んでいる暗が「よくある」は、事   

務28．6％、看護・介護8．3％、「たまにある」   

は、事務約71．4％、看護・介護33．3％、「ほ   

とんどない」は看護・介護12．5％、無回答   

45．8％である。これらの差についても上記①   

と同じ理由が考えられるが、事務は抱いてい   

ると同じ割合である。  

⑤ 適所者問で話が弾んでいる暗が「よくある」   

は、事務28．6％、看護・介護8．3％、「たまに   

ある」は事務71．4％、看護・介護33．3％、「ほ   

とんどない」は看護・介護16．7％である。こ   

れらの差についても上記①と同じ理由が考え   

4．2 「ネコロ」対する通所者の反応  

表3－2、衷3－3、図3－10～図3－18より以下のこ  

とが言える。  

（1）適所者が「ネコロ」と関わりを持っているの   

を見たことが「ある」は、事務全員、看護・介   

護45．8％、「見たことはない」は看護・介護  

16．7％、「どちらともいえない」は看護・介護   

4．2％ある。これにより受付に置いてある「ネコ   

ロ」と適所者との関わりを目にする人は看護・   

介護は約2割と少ない。この理由としては、看   

護・介護の人は1Fの受付もしくは、デイルーム   

の「ネコロ」と適所者の触れ合いを目にする機   

会が少なかったものと推測される。  

（2）「ネコロ」を初めて見た時の適所者は、「「ネ   

コロ」を本物の猫と思った」が、事務全員、看   

護・介護33．3％、「猫の人形（ロボット）と思っ   

た」は、看護・介護8．3％、「どちらともいえな   

い」は看護・介護16．7％、無回答41．7％である。   

これらの差の理由としては、適所者が「ネコロ」   

と関わりを持っているのをみた看護・介護の人   

が少ないのと、その理由である「ネコロ」の置   

いてある場所の問題と考えられる。  

（3）「ネコロ」を初めて見た時の適所者の関心は、   

事務は85．7％と高く、看護・介護は50．0％が興   

味を示し、「どちらとも言えない」が看護・介護   

50．0％である。これらの差についても上記（2）の   

理由と同じと考えられる。  

（4）「ネコロ」を初めて見た時の適所者は、「「ネ   

コロ」をかわいらしいと思った」が事務85．7％、   

看護・介護37．5％、「気持ち悪いと思った」は看   

護・介護4．2％、「どちらとも言えない」は看護・   

介護16．7％である。看護・介護の41．7％が無回   

答であり、それぞれの差も大きい。この理由も   

上記（2）と同じ理由と考えられる。  

（5）「ネコロ」を受付に置いたときの適所者の反   

応としては、   

① 触っている暗が「よくある」は、事務  

101  



松山智恵子・中島患囲郎・福留五郎／ペット型ロボットの高齢者介護施設の利用者における効果（その2）  

られるが、この割合も抱いている時と表情が  

和んでいる時と同じである。   

このように適所者は、「ネコロ」を触ったり、話  

し掛けたり、抱いたりして「ネコロ」とコミュニ  

ケーションを図り、それらの結果として適所者の  

表情が和み、さらに、適所著聞でも「ネコロ」を  

介して話が弾み適所者間のコミュニケーションが  

促進されていることがわかる。職種によるそれぞ  

れの程度の羞は「ネコロ」が1Fの受付、もしくは  

デイルームに置いてあったため、事務は日常的に  

適所者と「ネコロ」の関わりを目にすることがで  

きたが、看護・介護はその割合が少なかったため  

と思われる。これより、「ネコロ」の適所者に対す  

る効果についての職種の羞は、あまりないものと  

推測される。  

0  20  40  60  80 100（％）  

辺興味を示した  

心無関心だった  

Qどちらとも言えない  

田無匡答  

図3－12「ネコロ」を初めて見た時の通所者の関心  

は？  

0  20  40  60  80 100（％）  

Bかわいらしいと思っ   

た  
Ⅲ気持ち悪いと思った   

Bどちらとも言えない   

苺無回答  

0  20  40  60  80 100（％）  

図3－】3「ネコロ」を初めて見た時、通所者は、「ネコ  

ロ」をどう感じられたようでしたか？  

0  20  40  60  80 1（）0（％）  

辺見たことがある   

辺見たことはない   

臼どちらとも雷えない   

田無回答  

辺よくある  

出たまにある  

封まとんどない  

由無回答  

図3－相 通所者が「ネコロ」と関わっているところ  

を見たことがありますか？  

0  20  40  60  80 100（％）  

図3十川 通所考が「ネコロ」を触っている時  

0  20  40  60  80 100（％）  

田描の人形（ロボ1  

田本物の猫と思っ  た  ト）と思った  

Bどちらとも言えな  い 臥無回答  

田よくある  

出たまにある  

日ほとんどない  

乱舞回答  

図3－＝「ネコロ」を初めて見た時、通所者は、「ネコ  

ロ」を何と思われたようでしたか？  

図3－15 適所者が「ネコロ」に話し掛けている時  
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分の48．5％が「現在の機能で十分である」として  

いる。職種別では、「現在の機能で十分である」が  

事務85．7％、看護・介護41．7％と事務の評価が高  

い。一方、「不十分である」は事務14．3％、看護・  

介護が29．2％、「どちらとも言えない」が看護・介  

護で20．8％ある。これより、動きについては一応  

の評価が得られているが、まだ看護・介護の立場  

からは改良の余地があるように思われる。  

5．2 鳴き声について   

図4－2に示すように、鳴き声については調査対  

象者の75．8％が「よい」と評価しており、職種別  

では事務の評価が高く、看護・介護も70．8％と高  

い。「どちらとも言えない」が全体として18．2％あ  

るが、鳴き声については受け入れられていると評  

価できる。  

0  20  48  60  88 100（％）  

辺よくある  

Ⅲたまにある  

∈‖まとんどない  

田無回答  

図3－I6 通所者が「ネコロ」を抱いている時  

0  20  40  60  80 100（％）  

図3」7 通所者の表情が和んでいる時  0  20  40  60  88 180（％）  

B現在の機能で＋分   
である  

Ⅲ不十分である   

Ⅲどちらとも言えない   

□無回答  

0  20  40  60  80 100（％）  

辺よくある  

Ⅲたまにある  

G‖まとんどない  

巳無回答  

国中」「ネコロ」の動きについて  

図3－18 通所著聞で話が弾んでいる時  
0  20  40  60  80  亨00（グ‘）  

臼よい   

旧よくない   

□どちらとも雷えな   
い  
均無回答  

5．「ネコロ」の機能について   

表3－3の項目19～21をグラフ化したものを図  

4－1～4－3に示す。  

5．1動きについて   

動きについては、図4－1より調査対象者の約半  

図4－2「ネコロ」の鳴き声について  
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ほぼ同じような評価であることが明らかになっ  

た。また、「ネコロ」の機能については、現機能で  

一応受け入れられているが改良の余地があること  

も明らかになった。しかし、本稿では調査対象者  

自身に対する「ネコロ」への追加機能や、猫の好  

き・嫌い、また、「ネコロ」の効果に対する調査項  

目については言及しなかったが、これらについて  

は引き続き検討を加えていきたい。また、看護職  

のコメントにあった言語障害や痴呆のある利用者  

への効果についても検討していきたい。   

最後に、本研究にご協力いただいた「たんぽぽ」  

の職員の皆さんに記して感謝いたします。  

0  20  40  60  80 100（％〉  

珂気にならない  

Ⅲ気になる  

口どちらとも貰えない  

日舞回答  

図4－3「ネコロ」の作動音について  

5．3 動作音について   

図4－3に示すように、「ネコロ」が動作するとき  

の作動音が、「気にならない」が調査対象者の  

45．5％、「気になる」が36．4％と若干気にならない  

人が多い。職種別につしゝては、「気にならない」が、  

事務71．4％、看護・介護41．7％と事務の評価はよ  

いが、「気になる」割合は30％前後と割合に多く、  

動作音は動きや鳴き声よりも評価が低い。   

これより、「ネコロ」の機能は一応受け入れられ  

ていると評価できるが、動きや動作音等について  

は改良すべき点があるように思われる。  
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6．おわりに   

文献7）で、ペット型ロボット「ネコロ」を高  

齢者介護施設で利用してもらった結果、施設の利  

用者と「ネコロ」、また、「ネコロ」を介した利用  

者問のコミュニケーションが図られ、その場が穏  

やかな感じになり、また、「ネコロ」と関わってい  

る間、利用者に表情が出てくることや、施設に入  

居している利用者は施設外へは出られないので、  

擬似的な動物がいれば非日常的で喜ばれることを  

明らかにした7）が、ここでは調査対象者の職種の  

違いによる分析と「ネコロ」の機能に対する評価  

について行った。その結果、施設の利用者に直に  

接している事務、看護・介護についての職種によ  

る顕著な違いは見られず、事務、看護・介護とも  
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